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研究成果の概要： 
 ドイツ近世思想、特に 18 世紀の哲学思想に関しては、カントとドイツ観念論を中心とした思
想史的な見方が強い。今回の研究は、そうした見方に対して、ランベルトの思想を通じて新た
な視座を提供することが目的とされた。ランベルトはカントと同時代に生きたが、ランベルト
の哲学には、ライプニッツの思想の重要な側面、すなわち概念結合術を展開し新しい真理を発
見するという側面が含まれていることが明らかにされた。またランベルトの思想には、現代の
論理思想、言語哲学のさきがけであるウィーン学派やクワインとの親近性があることについて
も新しい知見が得られた。さらに、情報学的観点からは、時間の概念が確率論的問題との関係
から解明された。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2007 年度 1,300,000 0 1,300,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度  

  年度  

総 計 3,000,000 180,000 3,180,000 
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１． 研究開始当初の背景 

 西洋近世哲学研究、特に 18 世紀啓蒙期の
ドイツ思想研究において、カントを中心とし
た意識論的哲学研究の潮流が強く、ランベル
トなどのカントとは異質の論理学的な哲
学・思想の研究はかなり立ち遅れていた。 
これまでのドイツ近世哲学の研究は、いわ

ゆる、ドイツ近世哲学の古典文献学的側面に

限られ、また、哲学史的側面からみて、一般
に、主流と位置づけられるライプニッツ哲学、
カント哲学、そしてドイツ観念論に重心をお
いたものであった。私自身は、これらの哲学
における存在論的論理学の役割を、カントの
『純粋理性批判』「超越論的論理学」の分析
や、ヘーゲルの『大論理学』「本質論」、さら
に、シェリングの『超越論的観念論の体系』
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における「自然概念」などを研究する過程で
明らかにしてきた。 
しかしながら、こうした主流的哲学には、

ライプニッツを除いて、一般的に、言語と論
理、あるいは経験的知覚に関わる視点が欠け
ている。だが、主流的哲学において十分に語
られてこなかったにしても、こうした視点は、
実は、ドイツ近世思想の流れのなかで、傍流
とみなされている哲学に存している。それは、
同じくライプニッツ哲学を源流とし、ランベ
ルト哲学を経て、フレーゲの論理学、ウィー
ン学派へといたる流れである。この思想的潮
流は、これまで、哲学史的な研究課題として、
あまり取り上げられてこなかった。ライプニ
ッツからカントを経てヘーゲル（その先には
現象学も位置づけられるが）へといたる哲学
は、I.ハッキングの言葉を借りれば、知識や
認識の起源や獲得の方法、知識の領域の解明
を論じるために、「観念」や「表象」、「意識」
といった言葉の分析と適用に力点を置いて
きたように思われる。つまり、これまでドイ
ツ近世から近代にかけての哲学は、カントを
中心とした意識論的哲学とみなされ、フレー
ゲ以降の論理学、言語哲学との断絶は強調さ
れても、その連続性は殆ど主題として取り上
げられてこなかったのが、研究開始当初の背
景である。 
 
 
２． 研究の目的 

 ランベルトの論理思想の研究を通じて、カ
ントからドイツ観念論に至るスタンダード
な思想史的視座に新しい見方を提供し、ドイ
ツ近世思想のもう一つの潮流としての論理
学思想の姿を明らかにすることが目的であ
る。ひいては、20 世紀の論理学思想、そして
情報学との関連をはかることを目的とする。
以下、詳細を述べる。   
本研究の目的は、「1. 研究開始当初の背
景」で触れたことを踏まえつつ、①近世のド
イツ思想のすべてが、意識論的哲学とみなさ
れてきたという観点に、異なった見方を与え
ることであり、また、②現代の情報学、認知
科学（知覚論）、言語哲学との連関において、
これまで傍流とみなされていたドイツ近世
哲学のもう一つの流れが、今日の哲学、科学
一般に対して重要な意味を内包しているこ
とを明らかにすることにある。 
まず、①について。これまで近世ドイツの

哲学史は、ヘーゲルの「哲学史」を模範とし、
新カント派以降も、近世ドイツ思想の頂点に
ヘーゲルを位置づける論述に終始してきた。
これは、歴史哲学的観点がヘーゲルによって
作られた限り致し方ないことであったが、今
日、未だに、カントとドイツ観念論をライプ
ニッツ以降の唯一の正当な思想的流れであ
るかのように論述されていることが多い。そ

のため、フレーゲ以降の論理学と言語の哲学、
科学の哲学が、今日の英米の分析哲学の起源
とされ、ドイツ近世思想と無関係な哲学とし
て、紹介されている。だが、いうまでもなく、
フレーゲ哲学、ウィトゲンシュタイン哲学、
ウィーン学派は、ドイツ、オーストリアとい
う大陸の哲学の中から生まれ出てきたので
あり、その成立史、影響史を考える上で、ラ
イプニッツからヴォルフにいたるドイツ学
校哲学の伝統は無視できないはずである。カ
ント、ヘーゲルという哲学者に隠れて、主流
とされてこなかったランベルトから後期ヴ
ォルフ学派、あるいはバルディリの論理学、
フリースの哲学などの研究は、フレーゲ以降
の現代哲学の起源との関係、そしてある種の
連続性を考えていくために、今後、積極的に
なされなければならない。これら傍流とみさ
れた思想家の邦訳は、殆ど存在しない。 
ドイツ近世の論理思想の流れをフレーゲ
以降の現代哲学へと結びつけることは、今の
ドイツ近世哲学研究に、新しい視座を与える
ために是非とも必要である。 
次に②について。①は、古典文献学、哲学
史的な側面に限る研究であるが、実は、ラン
ベルト哲学を中心とするドイツ近世の論理
思想には、現代の英米の哲学者、例えば、ク
ワインなどの哲学、さらには、情報と生命の
間のシステム論を考える上でのヒントが多
分に隠されている。ランベルトの哲学には、
言語の階層性と、真理の言語の規準が、極め
て明快な形で設定されており、カルナップを
はじめとするウィーン学派の言語、科学哲学
との連関が見て取れる。また、ドイツ観念論
のシェリングには一部見られるものの、主と
して論じてこられなかった、言語と論理、知
覚と経験の問題は、ランベルトのある種の確
率論的知識論に散見され、これは、ヒューム
との親和性が見て取れるとともに、現代の情
報学、数理情報学を、統計学的認識論との関
係で考えるとき、極めて重要なヒントを与え
てくれるものと思われる。ランベルトは、円
周率が無理数であることを証明するなど、数
理科学の分野でも多大の業績を残してきた。
この点で、数学者でありかつ哲学者でもあっ
たフレーゲやラッセルらと同じような世界
観を持っていたことも推察できる。 
現代の哲学は、諸科学との間での学際化が
進み、綜合化している。こうした状況の中で、
哲学は、今後、情報という概念の中で様々な
問題と向き合っていかねばならない。その場
合、哲学固有のアプローチが必要になる。
色々な切り口があろうが、こうした学際化の
中での哲学固有の仕事は、科学諸理論の原理
的限界と地平を見定めること、そして、諸科
学のもつ言語の文法や規範と階層を論理的
に明確に示すことにあると思われる。 
昨今の脳科学にしても、その思考のシステ



 

 

ムを論じる際に、量的な規定から質的な言説
への飛躍が甚だしい。その結果、観念や意識
といった概念がかえって乱用され、科学的ア
プローチが、いつの間にか隠喩的、独断的言
説に取って代わられてしまう傾向がある（最
近の脳科学における「クオリア」の問題は、
哲学的アプローチの必要性を示している）。
こうした中で、私は、これまでも、質と量の
カテゴリーの相違といった側面に注目し、科
学的量世界の言説がいかにして質的言明へ
と変換しうるのか、その限界を考えてきた。
今後、カントやドイツ観念論においても言語
の問題として究明されてこなかった、こうし
た量と質といった異質な言語の間の繋がり
を、情報と知覚との関連の中で、厳密に進め
ていく必要があるだろう。 
 以上、本研究は、ドイツ近世の底流に流れ
る論理思想、言語哲学の解明を主題としつつ、
それにとどまらない、新しい哲学の役割を提
示する学際的研究でもある。また、本研究は、
私が現在進めている「情報の哲学」、「情報の
存在論」、「情報知識論」、「情報と言語と脳」
に関する研究の基礎的部分をなし、今後の研
究進展のための重要なステップをなすこと
も同時に目的となる。 
 
３． 研究の方法 

 ランベルトの『新オルガノン』の分析を中
心に、カントやその他のドイツ啓蒙期の思想
(マイヤー、バウムガルテンの思想など)との
比較検討を行う。また、情報学的観点からは
確率論的手法を用いて時間の概念を明らか
にする。 
本研究には、古典文献学的側面と現代の論
理学や科学、とりわけ情報科学の側面からの
知識、方法論が必要となる。前者の側面から
は、ドイツ近世思想における論理思想を時代
ごと、思想ごとに区別して研究していかねば
ならない。ランベルトの主要著作『オルガノ
ン』を中心に、ドイツ学校哲学の哲学者であ
るヴォルフやバウムガルテン、マイヤーの論
理思想、および、カント哲学との関係につい
て究明をすすめる。特に、ライプニッツから
ランベルトへ至る思想史的究明を中心とす
る。 
後者の研究に際しては、現代の情報学と知
識、認識の問題の解明が必要になるが、脳科
学や情報処理認知科学の問題点を言語哲学、
現代の論理学の側面から究明する。研究期間
にわたり、基礎作業が中心となる。例えば、
ドレツキ以降の情報学的知識論をウィーン
学派以後の言語哲学の中に位置づけつつ、こ
の方向から、近世ドイツの知識論に対する批
判的な研究を行う。そして、可能であれば、
その解析の中で、ランベルトの業績を浮き立
たせたる。 

 

４． 研究成果 
(1) ランベルトの思想はカントとの比較にお
いてより鮮明に理解される。とくに、ラ
ンベルトの概念結合術的発想は、ライプ
ニッツの思想を継承するものであること
が明らかにされた。また、彼の目指した
学問観は、カントとは異質であり、現代
の複合領域的科学が目指すべき方向を示
唆しているものと思われる。 
 

(2) ランベルトの思想を現代の哲学との関連
から見ると、カルナップを中心とした論
理実証主義やクワインのホーリズムとの
類似性が見て取れる。 
 

(3) 情報学との関係については、十分な成果
が挙げられたとはいえないが、確率論的
問題の基礎としてファインマンの経路積
分と時間の関係について結果を得た。カ
ントとランベルトの思想の差異が時間概
念をめぐる点にもあったことを考えると、
意味のある成果であったと思われる。 

 

以下、年度の区切りごとの成果について
述べる。 

 

2006 年度から 2007 年度にかけては、古典
文献学的側面と現代論理学や科学、とりわけ
情報科学の側面から、知識論とその方法論に
関する研究を軌道にのせるための作業を行
った。前者についていえば、ランベルトの主
要著作『新オルガノン』を中心に、ドイツ学
校哲学の哲学者であるヴォルフやバウムガ
ルテン、マイヤーの論理思想、および、カン
ト哲学との関係を整理し、ライプニッツから
ランベルトへ至る思想史的究明を軸に研究
をすすめた。また、ランベルトの著作とそれ
に関連する二次文献を収集し、彼の思想形成
が、どのような時代背景と知識論の下でなさ
れたかについて、資料を精査した。科研費予
算において消耗品の経費を使い、こうした資
料、著作を出来る限り集めた。また、ランベ
ルトの『新オルガノン』の部分訳とともに、
マイヤーの『理性論綱要』の翻訳にも着手し
はじめた。 
さらに、フレーゲからラッセル、クワイン
へといたる思想史の流れを解明し、脳科学や
情報処理認知科学の問題点を探る研究をす
すめている。特に、ウィーン学派のカルナッ
プの思想にヒントを得て、近世ドイツの知識
論に対する比較思想史的視点を構築するよ
うに努めた。加えて、カントの「超越論的反
省」の理論に関する論文を執筆し、その中で、
近世知識論と現代科学哲学との間にある認
識論的問題の差異を浮かび上がらせるよう
努めた。 



 

 

 

2007 年度から 2008 年度にかけては、次の
点に絞って、研究をすすめた。 
まず、ランベルトの哲学、特に『新オルガ

ノン』における「真理論」と「仮象論」を軸
に、哲学における数学的方法と哲学的方法の
差異を、カント哲学との対比において捉えた。
カントは『純粋理性批判』「超越論的方法論」
において、哲学的認識と数学的認識を「直観」
思想に基づいて明確に分けているが、ランベ
ルトはそれとは逆に、数学的認識、物理学的
認識を哲学的認識と接続させようと試みて
いる。カント哲学には、一般に、言語記法に
ついての洞察がないといわれているが、この
点も、ランベルトとの比較において重要にな
る。また、カントの認識批判の論理、すなわ
ち超越論的論理学の論理性の考察を進める
中で明らかになってきた論理の自己言及性
についても、ランベルトと対比することは興
味深い。ランベルトは、認識論的自己言及性
という問題を、言語の階層性によって回避す
る。また、ランベルトは、認識論的問題につ
いても、認識言語の計算可能性を考慮に入れ
ている。 
また、補足的研究になったたが、ランベル

トの言語、論理思想をカントとの比較におい
て考えるとともに、ヘーゲルに影響を与えた
といわれるバルディリのテキスト『論理学の
基礎』を読み進めた。ランベルトからバルデ
ィリへいたる思想史のダイナミズムを、カン
トとドイツ観念論との対比において、再解釈
する基礎は築けたと思われる。 
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